
 

 

実践のまとめ（第４学年 社会科） 

 

柏崎市立荒浜小学校 教諭 本間 工太郎 

 

１ 研究テーマ  

社会的事象を多角的に考え、「思考力、判断力、表現力」を高める方策の工夫 

 

２ 研究テーマについて 

⑴ テーマ設定の意図 

   小学校学習指導要領（平成29年告示）解説社会編では、教科目標の「思考力、判断力、表

現力等」の中で、課題を追究したり解決したりする活動において、社会的事象を比較・分

類・関連付けしながら、多角的に考えていくことが求められている。児童には、社会的な事

象を様々な視点から追究し、思考力、判断力、表現力を発揮しながら自らの考えを深めてい

くことに楽しさを覚えてほしいと考えている。 

自分自身の授業を振り返ると、児童の「思考力、判断力、表現力」を育成するにあたり、

課題が２点考えられる。１点目は、多様な価値観や考えが生かされる課題を設定できていな

かったことである。資料を基に、児童が課題に対してどのような考えをもつのか想定しきれ

ていなかった。２点目に、当事者意識を高め、一人一人に考えをもたせるための手立てが不

足していたことが挙げられる。そこで、研究テーマを社会的事象を多角的に考え、「思考

力、判断力、表現力」を高める方策の工夫と設定した。 

⑵ 研究テーマに迫るために  

① 複数の視点や立場から考え、選択・判断できる課題の設定 

社会的事象を多角的に考える力を涵養するためには、多様な価値観や考えが生かされる

課題が必要であると考える。課題に対して、体験活動をベースに自分の立場を選択・判断

する場を設定し、その根拠に目を向けさせたい。また、他者と考えを共有することで、多

様な考えの中から自分の立場に応じたものを選択・判断し、自らの考えを再構築していく

ことを目指す。 

  ② 知識と体験のズレから、思考力、判断力、表現力を高める。 

児童は、自然や生活環境を守るために、プラスチック製品の使用を控えることが望まし

いことに気付いている。この段階では、ごみ問題に対して当事者意識をもたずに表面的な

考えに陥ってしまうことが想定される。そこで、実際にプラスチック製品の使用を控える

体験活動を通して、理想と現実のギャップに気付かせたい。一人一人が実感を伴い、葛藤

しながら自分たちにできることを模索する姿へとつなげていく。 

⑶ 研究テーマに関わる評価 

次の２つの観点から評価を行う。 

① 複数の情報を基に、自分の考えを表現できる児童が80％以上になる。 

② 単元の実施前後で、児童への自己の変容に関するアンケート調査を行う。項目「資料

から読み取った情報を比較したり、関連付けたりして考えることができたか」におい

て、80％以上の児童が肯定的な回答をしている。 

 

 

 



 

 

３ 単元と指導計画 

⑴ 単元名 

   ごみはどこへ（小学社会４ 教育出版） 

⑵ 単元の目標 

ごみの処理にかかわる対策や事業について調べることを通して課題を把握し、複数の資料

等から読み取った情報を基に、課題解決に向けて自分なりの関わり方を選択・判断し、表現

することができる。 

⑶ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ごみを処理する事業は、生

活環境の維持と向上につなが

っていることを理解してい

る。また、具体的資料から、

必要な情報を調べたり、まと

めたりしている。 

ごみ処理に見られる課題に

対して、資料を基に自分なり

の関わり方を表現している。 

課題解決に向けて、自らも

ごみの適切な処理や再利用に

協力しようとしている。 

 

⑷ 単元の指導計画と評価計画（全14時間、本時12／14時間） 

次 

(時数) 

学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

 

１ 

（８） 

 

 

 

・ごみのゆくえについて 

課題設定し、予想する。 

 

・ごみを分別して収集し

ていることをつかむ。 

 

・クリーンセンターの仕

組みや燃やすごみの処

理の仕方をつかむ。 

・最終処分場の処理の工

夫や課題を捉える。 

・資源ごみの処理の仕方

とゆくえを探る。 

・クリーンセンターへ訪

問し、ごみ処理とリサ

イクルの理解を深め

る。⑵ 

・見学までの学習の振り

返りをする。 

◎自分や家族が出したごみ

は、最終的にどのように

なるだろう。 

◎家から出されたごみは、

どのように収集されるの

だろう。 

◎クリーンセンターでは、

どのようにごみを処理し

ているのだろう。 

◎燃やしたごみの灰は、ど

うなるのだろう。 

◎資源ごみは、どのように 

処理されているのだろう。 

◎ごみ処理とリサイクルにつ

いて聞いてみよう。 

・３Ｒやプラスチックごみの

問題について知る 

◎新たに気付いた問題につ

いて、どのように解決す

るか考えよう。 

態収集されたごみの処理に

ついて、自分なりに予想し

ている。【発言・ノート】 

知・技ごみを収集する際の

工夫について捉える。【発

言・ノート】 

知・技資料から、ごみの処

理の仕方について読み取っ

ている。【ノート】 

知・技最終処分場の処理の

工夫や課題を捉える。【発言】 

知・技処理方法やリサイク

ルについて捉える。【ノート】 

態所員の方に、積極的に質

問をしている。【発言・ワ

ークシート】 

 

思・判・表前時までの学習

を振り返り、新たな課題や

疑問を挙げている。【ノート】 

２ 

（６） 

 

 

・ごみ問題の解決に向け

て、３Ｒの取組にせま

る。(地域や店、企業の

取組を基に) 

◎プラスチックごみ問題の

解決に向けて、自分たち

にできることは何か。 

「脱プラスチックweek」 

態自分にできることについ

て意欲的に発言している。 

        【発言】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

本時 

・３Rの実際をつかむ。 

 

 

・自分たちの生活とプラ

スチック製品との関わ

りに気付く。 

・プラスチック製品との

関わり方について考え

る。 

 

・前時の振り返りを基

に、日本のごみ問題に

目を向ける。 

・ごみ問題の解決に向け

て、どのように関わる

か考える。 

◎３Ｒは、プラスチックご

み問題に本当に有効か。

（リサイクルに焦点化） 

◎脱プラスチックweekを振

り返ろう。（プラスチッ

クの利点を確認） 

◎脱プラスチック社会は、

本当に実現できるのか。 

 

 

◎日本は、プラスチックご

み問題の対策だけでよい

のか。 

◎現代のごみ問題に対して、自

自分に何ができるか。 

知・技３Rの実際の様子に

ついて捉えている。【ノー

ト】 

知・技身の回りにプラスチ

ック製品が溢れており、ご

み問題との関連に気付く。 

思・判・表プラスチック製

品との関わり方について、

根拠を基に考えを述べてい

る。【ノート・発言】 

知・技日本のごみ処理の課 

題について理解している。 

思・判・表自分に何ができ 

るか表現している。【ノー

ト】 

４ 単元と児童 

⑴ 単元について 

本単元は、地域の人々の生活にとって必要なごみ処理について調べ、その問題点について

考えていく。関連する施設や設備を調査したり、資料を活用したりすることで、ごみ処理対

策や事業が地域の生活環境の維持と向上につながっていることを捉えていく。 

本時では、プラスチック製品と自分の生活との関わりについて考えていく。１・２時間目

で、自分の生活にはプラスチック製品があふれていることをつかんでいる。それらの問題点

の解決に向けて、３Ｒの有効性が示される一方で課題にも気付いている。３年総合学習での

ＳＤＧｓの学習を生かしながら、自分はプラスチック問題についてどのように関わっていく

のか多角的に考えていく。 

⑵ 児童の実態 

   本学級は、男子19人、女子15人、計34人である。好奇心旺盛であり、体験活動を通して

自分なりに学びを深めていく児童が多い。一方、実感を伴いにくく、自分事として捉えら

れない学習に対しては、意欲的に取り組めない傾向がある。 

社会科については、苦手意識をもっている児童が多い。社会的事象に関心をもったり、

多角的に自分の考えを表現したりすることに課題がある。調べ学習を進めて、最後に課題

に対しての自分の考えをまとめようとするが、一つの資料から読み取った情報を基に考え

を書くのみになってしまう傾向にあった。改善を図るため、調べた情報を整理して自分の

考えを表現する活動に取り組んでいるが、まだまだ課題が残る。 

そこで、本単元を通して、複数の資料から社会的事象を多角的に捉え、読み取った情報

を関連付けて、考えを表現できるようにしたい。 

 

５ 本時の展開（令和４年９月22日実施） 

⑴ ねらい 

脱プラスチック社会が実現できるかどうか議論することを通して、ごみ問題を多角的に捉

え、今後の自分なりのプラスチック製品との関わり方を考え、表現することができる。 



 

 

⑵ 展開の構想 

昨年度の総合学習におけるSDGｓの学習から、プラごみが環境に影響を与えることや脱プ

ラスチックが世間では注目されていることに気付いている。また、「プラスチック製品を使

用しないこと」、「リサイクルに取り組むこと」がプラごみの問題に対して有効であること

も知っている。本時では、こうした既習と「脱プラスチックWeek」の体験から生じた葛藤を

もとに、前時に児童が設定した課題「脱プラスチック社会は、本当に実現できるか」につい

て話し合っていく。本時は、こうした話合いを通して、ごみ問題の現状を多角的に捉えるこ

とで、自分の考えを更新できるようにする。 

⑶ 展開 

時間 

(分) 
学習活動 

教師の働き掛け 

予想される児童（生徒）の反応 
□評価 ○支援 ◇留意点 

5分 〇前時までの確認 

 

  

 

30分 〇自分の立場と理由を

考え、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分の立場とは、反

対の考えに対して質

問や意見を述べる。 

 

 

 

〇それぞれの立場に関

する資料を読む。 

【できる】 

・「エコバック」など、プラス

チックの代わりの物が少しず

つ出てきている。 

・使い捨てプラスチックを禁止す

る国もある。 

 

 

 

【できない】 

・「脱プラスチックｗeek」で、

身の回りのほとんどがプラスチ

ック製品だったから。 

・３Ｒを意識しながら使っていく

しかない。 

〇資料から「身の回りのほとん

どがプラスチック製品である

こと」「プラスチックの代替

品」を確認。 

〇各自の立場と自信度を可

視化するためにネームプ

レートを活用する。 

 

 

 

 

 

 

〇今までの学習で学んだこ

とを整理したシートも活

用して、様々な視点から

考えられるようにする。 

◇「自然環境」と「生活環

境」の関連性に着目させ

る。 

◇「脱プラスチックweek」

で感じたことにも着目さ

せる。 

◇意見に偏りが見られる場

合に確認する。 

10分 〇自分とは異なる視点

や考えを踏まえて、

プラスチック製品と

の関わり方について

自分の考えを記述す

る。 

 

・確かに身の回りのほとんどがプ

ラスチックだから、使わないこ

とはできないかもしれない。だ

けど、使わなくてもいいものが

あるはずだから、自分の生活を

見直していきたい。 

・リサイクルをしているから、大

丈夫だと思っていたけど、環境

思・判・表自分とは異なる

視点や考えに理解を示しつ

つ、根拠を基に自分の考え

を表現できる。 

◇具体的な行動よりも、以

前の自分の考えを見つめ

直しているかに着目す

る。 

脱プラスチック社会は、本当に実現できるのか。 



 

 

に影響を与えたり、お金もかか

ったりするから、使う量を減ら

していきたい。 

⑷ 評価 

・ プラスチック製品との関わり方を考える活動を通して、ごみ問題を多角的に捉え、自

分なりに関わり方を表現することができたか。（思考・判断・表現） 

 

６ 実践を振り返って 

⑴ 授業の実際 

① 単元の課題を設定して、ごみ処理の方法や課題を捉える(第１次) 

資料を基に、児童にとって当たり前のようになされていたごみ処理について関心を高

め、「自分や家族が出したごみは、最終的にはどのようになるだろう」という単元の課題

を設定した。まずは、自分たちの家庭ごみはどのように処理されているのかという児童の

疑問を基に調べ学習を進めていった。家庭のごみ調べを行うことで、学習内容が身近なも

のであると認識し、ごみ問題を自分事として考えていくための素地を養った。 

学習の中盤では、ごみ処理における自分たちの疑問を解決しようとクリーンセンター見

学に行った。施設の方の話を聞き、ごみ処理を行っている立場からの課題があることを児

童たちは知った。振り返りでは、環境面に注目が集まった。プラスチックごみが生き物に

影響を与えるという事実を知り、食物連鎖の観点から自分たち人間にも無関係ではないこ

とに気付いた。そこで、プラスチックごみ問題を新たな課題として、追究することとし

た。 

② 知識とのズレを生む、体験活動を行う（第２次前半） 

プラスチックごみ問題の解決に向けて自分たちにできることは何かを３Ｒを切り口に考

えていった。児童の話合いから、一週間プラスチック製品の使用を控える「脱プラスチッ

クweek」を行うこととなった。家庭での取組だけでなく、自分たちで許可をもらい、学校

給食での牛乳のストローの使用も控えた。児童は、知識としてプラスチック製品の使用を

控えることが解決策であることは知っている。しかし、実際の取組の難しさに気付いてい

ない。ここでは、自分の思考と体験とのズレを生むことをねらいとした。 

初日から取組の難しさに気付いた児童が半数ほどいた。食材のほとんどがプラスチック

製品の包装で販売されているため、プラスチック無しには食事の献立が成立しないことに

気付いた。さらに、買い物の際に身の回りのほとんどの物がプラスチックで包装されてい

るため、使用せざるを得ないことを知った。 

実際に取り組むことで、プラスチック製品を使わない方がよいということは知識として

分かっていても生活の中からプラスチック製品を減らしていくことがどんなに難しいのか

実感を伴って理解することができた。 

③ プラスチックごみ問題の解決に向けて、自分たちにできることを考える活動を通して、

日本全体の問題に迫っていく（第２次後半） 

本時では、児童が２次の最初に設定した「脱プラスチック社会は本当に実現できるの

か」を課題とした。全員が考えをもち参加できるよう、自分の立場と自信度を可視化する

支援を行った。今までの学習や体験を基に、様々な視点から意見が述べられた。環境面と

利便性の視点から、葛藤しながら自分の考えを表現しようとする姿も見られた。しかし、

議論の方向性が定まっておらず、立場の主張に執着する児童も出てしまった。 



 

 

単元終末では、「脱プラスチック社会は本当に実現できるのか」に対して「実現できな

い」とする立場に対して、「できない」で終わってしまってはいけないことを確認した。

その後、「プラスチックごみ問題を解決すれば、日本のごみ問題は解決されるか」と児童

に問いかけた。他にも問題が多く存在することに気付いており、「食品ロス」や「焼却量

の多さ」を示す資料を通して、プラスチックごみ問題の解決だけでは不足していることを

確認した。そうすることで、プラスチックごみ問題から日本のごみ問題へと視野を広げて

いった。ここでは、プラスチックごみの学びを生かしつつ、食品ロスや３Ｒの視点から対

策を述べていた。こうした話合いから、児童は自分の生活を見直すことが対策につながる

ことに気付くことができた。 

⑵ 研究テーマについて 

  ① 児童のワークシートの記述 

「複数の情報を基に、自分の考えを表現できる児童」は34人中21人（61.7％）であっ

た。本時では、まず児童一人一人が立場を決めることで、理由を考える必然性が生まれ

た。児童からは、「プラスチック製品を使わないと不便だけど、魚がプラスチックを食べ

て、人間もそれを食べることになってしまう」という考えがでた。これは、利便性、環

境、食物連鎖の視点から課題に対して考えを述べたと捉えられる。他にも、環境、価格、

利便性、食物連鎖、昔の生活様式など、多角的に考えを表現している児童がいた。    

上記から、児童が課題に対して立場を表明することは有効であると考える。一方、

様々な視点から思考するものの、最終的に一面的な考えを述べている様子も見られた。課

題把握が正確にできておらず、食品ロス問題と混同して考えを述べている児童もいた。 

  ② 児童への自己の変容に関するアンケート調査 

「資料から読み取った情報を比べたり、関連づけたりして考えることができたか」

（図１）では、肯定的な評価55.9％、否定的な評価が23.5％であった。この結果と「①

児童のワークシートの記述」の結果を比較すると実際の姿と児童のできているという実

感とにズレが生じていることが分かった。多くの資料に触れたり、見学や体験活動を行

ったりすることで、多角的に考

えをめぐらせる場面設定はでき

た。しかし、資料や体験から情

報を読み取ったり、情報同士を

関係づけたりする際の手立てが

不足していたことが考えられ

る。多くの資料に触れても、そ

こから情報を読み取り、整理・

分析・表現するまでの過程は、

一人一人の資質・能力頼りとな

ってしまった。 

⑶ 今後の課題 

本研究では、全員が課題に対して立場を選択・判断し、表現する活動を行った。自分の知

識と体験活動とのズレから葛藤を生み出すことで、児童は様々な視点から考えることができ

た。しかし、資料の読み取りや考えを構築するまでの過程への手立てが足りず、知識が断片

的なものとなってしまった。その結果、考えを表現する場面では一面的な記述が目立ってし

まった。 
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また、どちらの立場にせよ、最終的に自分事として捉え、どのようにして現状の問題を改

善していくか、方向付けることが課題として残った。立場の表明は、思考をめぐらす手段で

あり、目的ではないということを単元構成の段階で意識すべきであった。 

今後は、資料の読み取りにおける支援、獲得した知識を整理したり、考えを表現したりす

る際の手立てを講じることが必要であると考える。メリット・デメリット、因果関係などの

視点を設定することで、知識や情報を整理し、自分の考えを表現につなげやすくすること

で、課題を解決していきたい。 
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